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一般社団法人日本非破壊検査協会 

認証事業本部 

 

ＵＴ（超音波探傷）実技試験におけるデジタル超音波探傷器について 
（本書記載の内容は、「受験申請補足資料－Ｂ」より抜粋） 

（対象：2020 年春期 新規試験・新規再試験） 
 

受験申請補足資料－Ｂ 

１．超音波探傷試験（UT）実技試験で使用するデジタル超音波探傷器について 

デジタル超音波探傷器の持込み受験はできません。超音波探傷試験（UT）の実技試験では、JSNDI の準

備するデジタル超音波探傷器を使用します。使用するデジタル超音波探傷器は、JSNDI 仕様デジタル超音

波探傷器の 2 つのタイプ（G タイプ、R タイプ） から 1 つを選択します。受験を希望する方は下記を参考

に希望のタイプを選択し、受験申請書の実技選択欄に記入してください。記入のない場合、こちらでタイ

プを指定させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実技選択の変更について＞ 
・受験票及び通知書に記載された「実技選択」の変更を希望される方は、一般社団法人 日本非破壊検

査協会 認証事業本部にご連絡ください。 

・「実技選択」の変更期限は、一次試験実施日（初日）の 5 営業日前までとなっており、期限後の変更

は一切できませんのでご注意ください。 

 

 

 
 

 

≪超音波探傷試験（ＵＴ）の受験を希望する場合の「実技選択」の記入方法≫ 
下記を参考に、使用を希望するデジタル超音波探傷器に対応する数字（「２」又は「３」）を受

験申請書の実技選択欄に記入してください。 

２：Ｇタイプ探傷器受験 *1 

３：Ｒタイプ探傷器受験 *1*2 

*1：各タイプの説明については、当協会ホームページ（http://www.jsndi.jp）の（EA7-3）「JSNDI 仕

様デジタル超音波探傷器の基本操作仕様について」を参照してください。 
*2：2020 年春期試験よりＲタイプ探傷器は新ソフトウェアの探傷器を使用しています。詳細について

は当協会ホームページ（http://www.jsndi.jp）の（EA7-4）「JSNDI 仕様デジタル超音波探傷器に

ついて－R タイプのソフトウェア改修に関する公表－」を参照してください。 

＜ＵＴ１及びＵＴ２受験申請の方の「実技選択」＞ 
受験申請書の「実技選択」欄に「２」、「３」以外の数字を記入されたり、「空白」とされた方につ

いては、こちらで「２（Ｇタイプ）」又は「３（Ｒタイプ）」を指定させていただきます。 

 

ＵＴの受験者は、実技選

択欄へ“２”又は“３”を

選択し記入すること。 

 

 


